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究所と目される「ドイツ経済研究所」(Deutsches Institut für Wirtschaftsforschung, DIW 
Berlin)の前身となるベルリン景気研究所を創設して、その所長をも兼務した1。 
彼は、ベルリン景気研究所の調査にもとづく景気研究（例えば『景気変動論』1928 年など）、
そしてそれに先立つ貨幣研究（『貨幣理論』1923 年）を踏まえて、1931 年 9 月 20 日以降の世
界的・国内的条件のなかで可能と考えられるワイマール共和国の通貨・信用改革案（ヴァーゲ
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 次を参照、雨宮昭彦「エルンスト・ヴァーゲマンまたはワイマール期ドイツにおけるマクロ経済
学的分析の発展」（東京都立大学大学院経営学研究科 Research Paper Series No. 26, 
2020/10）。以下の叙述は、同稿および、次に拠っている。雨宮昭彦「ヴィルヘルム・レプケまた
は「世界恐慌」期における経済学と経済学者」（首都大学東京 大学院社会科学研究科 経




 Eichengreen, Barry, Golden Fetters: The Gold Standard and the Great Depression, 
1919-1939, Oxford University Press,1992. 
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Times, 1919-1955, in: The Historical Journal , Jun., 1993, Vol. 36, No. 2 (Jun., 1993). 
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 Borchardt, Knut, Zwangslagen und Handlungsspielräume in der großen 
Weltwirtschaftskrise der frühen dreißiger Jahre: Zur Revision des überliefelten 





このヴァーゲマン・プランを提出するに先だって、ヴァーゲマンは、1932 年 1 月 19 日、政府
のデフレーション政策が工業生産と農業生産を破壊するとの批判的文書を日刊紙上に公表し




























                                                  
5 ヴァーゲマンの新聞記事は、Wagemann, E., Artikel. Antideflation - ein neuer 
Währungsplan, in: Berliner Börsen Courier, Nr. 30, 19. 1. 1932. 彼のパンフレットは、
Wagemann, Ernst., Geld- und Kredit-Reform, Berlin 1932. 以上については、Dokumente 
Nr. 651, Vermerk des Ministerialrats Feßler über eine Besprechung zum Wagemann-Plan 
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_137.html. ヴァーゲマンの信用拡大構想については、Regul, Rudolf, Der Wagemann-Plan, 
in: Bombach, G., Netzband, K.-B., Ramser, H.-J., Timmermann, M., Der Keynesianismus 
III, Berlin u.a. 1981, S. 433, 440. 関連する文献として、Kroll, Gerhard, Von der 
Weltwirtschaftskrise zur Staatskonjunktur, Berlin 1958, S. 396ff.; Grotkopp, Wilhelm, 
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7 次をも参照、Moellendorff, Wichard von, Der Wagemann-Plan zur Reform des 
deutschen Geld- und Kreditwesens, in: Die Arbeit. Zeitschrift für Gewerkschaftspolitik 
und Wirtschaftskunde, 9. Jg., Heft 2, Februar 1932. 関連して、クナップとフィッシャーの貨幣
の名目主義的立場（ノミナリズム）を発展させたヴァーゲマンの貨幣論については次を参照、

























不可能になってしまうであろう」、と11。遺稿として残されたルターの「日誌」（1932 年 1 月 28 日
付）によれば、1932 年 2 月 1 日に開催予定の集会(die Versammlung)において、ヴァーゲマン
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1930-1932. Quellen zur Ära Brüning, S. 1589. 
11 Nr. 651, Vermerk des Ministerialrats Feßler über eine Besprechung zum 
Wagemann-Plan am 28. Januar 1932, vormittags. 
12 „28. 1. 1932: Tagesbericht des Reichsbankpräsidenten Luther (Auszüge). Nachlass 
Luther 367. Ausstreichungen“, in: Schulz u. a. (Hg.), Politik und Wirtschaft in der Krise 
 7 
閣議におけるこのブリューニングの発言には、政府の国内政策上の目標がこのプランによって
大きく妨害されることへの強い危機感が直截に表れていよう。その翌日、1 月 29 日に、ヴァーゲ
マン同席のもとに、ブリューニング、ルター他出席者計 8 名のみの内輪の会議(Sitzung)がもた



























                                                                                                                                                           
1930-1932, S. 1241. 
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14 Hahn, L. Albert, Deckungsnebel, in: Der deutsche Volkswirt, 6. Jg., Nr. 18, 29. 1. 1932. 
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16 Ibid.; Hahn, Fünftig Jahre zwischen Inflation und Deflation, S. 101f. 





















済学者と経営学者」(32 Professoren der Nationalökonomie und der Privatwirtschaftslehre 
verschiedenster parteipolitischer und wissenschaftlicher Richtung)――すなわち、ドイツの
大学の経済学・経営学教授のほぼ半数（！）が署名するアンチ・ヴァーゲマンのマニフェストは、
当時の３大全国紙の一つで、重工業利害に近いと目されている「ケルン新聞」夕刊（1932 年 3
月 9 日付）紙上で詳細に紹介された21。署名者には、オイレンブルク(F. Eulenburg)、ゲルロフ
(W. Gerloff)、ヘランダー(S. Helander)、ランダウアー、ロッツ(W. Lotz)、モル(B. Moll)、パリイ
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18 Regul, Der Wagemann-Plan, S. 431. 
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Schriftenreihe des Deutschen Volkswirts, Nr. 11, Berlin 1932. 
20 以下については、Krohn, Claus-Dieter, Wirtschaftstheorien als politische Interessen. 
Die akademische Nationalökonomie in Deutschland 1918-1933, Frankfurt/New York 1981, 
S. 163; Tooze, Adam, Weimars Statistical Economics: Ernst Wagemann, in: The 
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ラン（1931 年）、労働組合の全国組織(ADGB)から提案された WTB プラン(1932 年)、パーペ
ン内閣の雇用創出プログラム（1932 年）、シュライヒャー内閣の雇用創出プログラム（1932 年）、
そしてナチス政権下でのラインハルト・プログラム（1933 年 6/1、1933 年 9/21）である。大不況の
只中の、そしてそれからの回復直後のドイツに現われてきたこれらの様々な景気刺激策の中に








析を締めくくる第 9 章では、主として 1931 年夏の「銀行危機」以後のエコノミストたちの言説に
焦点をあてた。ジェームスは、同章において、ゾンバルト、シュンペーター、レーデラー、レーヴ
ェからヒルファーディング、さらには、レプケ、ラウテンバッハ、フリック、コルム、オイケン、ハーン、
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 この原文は次の通り。”Those theories which did promise most in terms of their 
implications for practical action were monetary ones.”(James, The German Slump, p. 
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 Wagemann, Ernst(Dr., Professor der Staatswissenschaften an der Universität Berlin), 
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36。この文書は、今日では、Koblenz ではなく Berlin の連邦公文書館に保管されており、その
分類番号等も、BAK R2/14525 から、Bundesarchiv R2/14525 に変更されている。 
以下で紹介するのは、1932 年 1 月 20 日付で首相府に送付された『通貨・信用改革』と題す
るパンフレット（同書「序文」には「1932 年 1 月」とのみ記されている37）、いわゆる「ヴァーゲマン・
プラン」が潰えていく過程で極めて重要な役割を果たしたと思われるこの「M.J.ボンらが署名し
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 James, The German Slump. Plolitics and Economics 1924-1936, p. 333; die deutsche 





 Wagemann, Ernst., Geld- und Kredit-Reform, Berlin 1932, S. 4. 
 
 14 
図 2：aus: Bundesarchiv R2/14525（177, 191） 
 
 
史料は全 15 ページで、各ページごとに、図 2 に示されているように、177 から 191 までの通し
番号がつけられており、188～190 頁には、代表者として本状に署名している M. J. ボンを含め
てこの「マニフェスト」を支持する大学関係者 32 名の氏名と所属が記されている（図 3）。史料








































――ブリューニング首相宛て請願書（1932 年 2 月 25 日付） 32 名の大学教授による 
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とはできません(Man kann insbesondere keine höhore Golddeckung her vortaubern durch 
Ausschluss eines Teils der Noten aus der Golddeckungspflicht.) 金準備の問題は、単にた
だ 一 つ の 発 券 銀 行 の 債 権 と 債 務 の 構 成 比 率 を 変 更 す る こ と （ eine neuartige 
Gegenüberstellung der Aktiven mit den Passiven ein und desselben Instituts)によっては、
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 ロンバルド信用供与は、ドイツの中央銀行ライヒスバンクの唯一の実質的な信用業務。1871
年のドイツの国家創設に伴って 1875 年 3 月 14 日に制定された銀行法(Bankgesetz)の§13
によれば、ライヒスバンクには、ロンバルド信用供与(Lombardkreditgewährung)、すなわち、
「動産担保に対して 3 ヶ月を超えない利子付きの貸付金を与えること（ロンバルド流通
Lombardverkehr)が許されている。Haase, Heidrun, Die Lombardpolitik der 
Zentralnotenbanken, Duncker & Humblot: Berlin, 1998, S. 12. また次を参照、Gaude, 
Bernhard, Die Mechanismen der Zentralbank—Geldschöpfung und ihre Kontrollierbarkeit 





















能性のある現実の区別は、大規模取引と小規模取引の区別 (der [Unterschied] zwischen 




































































































































D. R. d. F. ベルリン、1932 年 3 月 5 日 




  1932 年 2 月 25 日付の貴殿のお手紙を確かに受領いたしましたこと、謹んでご報告
いたします。貴殿は、そのお手紙によって、ヴァーゲマン・プランに関する大学教授の方々の態
度表明を私にお送りくださいました。このお手紙を私は大きな関心をもって心に留めましたこと
お伝えいたします。 
I. A. ［首相の代理者として以下署名いたします］
